
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
総
会 

令
和
四
年
度
総
会
に
つ
い
て
は
、
第
一

回
理
事
会
と
し
て
令
和
四
年
四
月
十
八

日
送
達
の
書
面
了
承
を
得
て
、
五
月
七
日

を
書
面
決
議
日
と
し
て
総
会
と
し
た
。 

【
基
本
方
針
】
全
国
的
な
知
名
度
を
集
め

て
い
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
保
存
、
保

全
活
動
と
し
て
の
各
種
事
業
、
行
事
を
引

き
続
き
実
施
し
、
農
業
振
興
と
地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
の
一
助
と
す
べ
く
、
下
記

事
業
計
画
を
基
本
方
針
と
す
る
。 

令
和
三
年
度
事
業
報
告 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
総
会 

ハ
ガ
キ
議
決
結
果
で
議
決
了
承
。 

理
事
会
の
開
催(

書
面
了
承) 

 

令
和
三
年
四
月
十
六
日
、
九
月
二
十
六

日
、
令
和
四
年
月
二
月
二
十
三
日
。 

環
境
保
全
の

推
進 千

枚
田
環

境
整
備 

五

月
二
十
九
日
、

十
月
二
十
四

日 

千
枚
田
入
口
及
び
ふ
れ
あ
い
広
場
の

草
刈
り
作
業 

千
枚
田
の
啓
発
普
及
活
動 

・
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
の
発
行  

・
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
育
農
体
験

学
習 

・
そ
の
他
の
事
業
、
行
事
等 

「
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
」
活
動
支
援

※
農
機
具
等
の
燃
料
ほ
か
、
各
種
資
材
の

提
供
を
愛
知
県
か
ら
受
け
る
。 

・
こ
ど
も
農
学
校
へ
の
協
力(

稲
作
体
験)

主
催JA

愛
知
東 

対
応:

高
橋
庄
一
顧
問 

 

上
記
の
と
お
り
、
関
係
行
事
の
事
前
打

合
せ
等
を
役
員
で
調
整
を
行
い
、
関
連
等

の
事
業
活
動
を
実
施
、
現
地
見
学
会
の
説

明 

案
内
及
び 

報
道
機
関
の
取
材
、
各
地

で
開
催
さ
れ
た
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

へ
の
参
加
、「
四
谷
の
千
枚
田
と
案
山
子
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
全
般
、
豊
橋
調
理
製
菓

専
門
学
校
生
徒
、
鳳
来
寺
小
学
校
児
童
の

稲
作
体
験
及
び
環
境
学
習
活
動
、
鳳
来
中

部
小
学
校
児
童
の
環
境
現
地
学
習
等
に

関
し
て
は
会
長
が
対
応
し
た
。 

令
和
四
年
度
事
業
計
画 

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
の

計
画
と
し
、
す
で
に
二
件
の
事
業(

横
浜

ゴ
ム
㈱ 

新
入
社
員
、
幹
部
社
員
研
修
の

受
入
れ
、
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
大
会

の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
総
括)

を
実

施
。
ま
た
、
学
校
関
係
等
の
稲
作
体
験
学

習
の
一
環
と
し
た
田
植
え
も
実
施
し
た
。 

【
保
存
会
の
体
制
】 

会
長 

小
山
舜
二 

副
会
長 

高
橋
孝
行 

会
計 

松
下 

誠(

事
務
局) 

理
事 

高
橋
伸
治 

夏
目
宏
一 

小
山
孝
夫 

稲
熊
富
平 

原
田
英
史 

顧
問 
高
橋
庄
一 

会
員 
金
古
浩
一 

田
中
幸
夫 

今
泉 

徹  

古
田
和
男 
今
泉
一
憲 

中
村
史
樹 

小
山

傅
治
郎 

小
山
秀
夫 

丸
地
典
利 

村
雲
伸

一 

原
田
武
典 
原
田
勇 

丸
地
光
世 

稲

熊
良
隆 

山
中
哲
郎 
柴
田
賢
治
郎 

             

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 224 号  

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響 

 

令
和
二
年
度
、
三
年
度
理
事
会
や
総
会

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う
緊
急
事
態
宣

言
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
等
の
発
出
に

よ
り
、
「
三
密
」
の
回
避
を
励
行
し
、
屋

内
で
実
施
す
る
会
合
を
避
け
た
対
応
と

し
た
。
な
お
、
環
境
整
備
や
稲
作
体
験
等

の
屋
外
で
実
施
す
る
事
業
は
実
施
し
た
。 

お
田
植
感
謝
の
夕
べ 

～
み
ん
な
で
灯
そ
う 

千
枚
田
～ 

感
染
症
「
第
六
波
」
が
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
全
国
的
に
は
「
第
七
波
」
の

兆
候
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
「
お
田
植
感
謝

の
夕
べ
」
の
開
催
決
行
ま
で
は
、
今
の
と

こ
ろ(

十
五
日
現
在)

踏
み
切
れ
な
い
。 

開
催
す
れ
ば
、
多
く
の
人
流
は
免
れ
な

い
し
、
飲
食
も
伴
う
こ
と
か
ら
ク
ラ
ス
タ

ー
の
心
配
も
大
き
い
。 

五
月
五
日
の
「
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ

り
」
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
中
止
、

神
事
の
み
の
開
催
で
あ
っ
た
。 

は
て
さ
て
、
思
案
の
真
っ
最
中
… 

 



 

代
掻
き
＆
田
植
え 

 
五
月
六
日
、
鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生
十

一
人
は
一
月
十
八
日
に
冬
耕
し
た
田
ん

ぼ
の
代
掻
き
を
し
た
。 

 

水
の
張
ら
れ
た
三
枚
の
学
習
田
を
備

中
や
鍬
で
代
掻
き
を
行
っ
た
も
の
の
、
田

ん
ぼ
が
あ
ま
り
に
も
小
さ
く
、
危
険
が
伴

う
た
め
、
大
雑
把
に
耕
し
た
あ
と
、
皆
ん

な
で
手
を
つ
な
ぎ
、
前
後
左
右
に
リ
ズ
ム

を
と
り
な
が
ら
足
踏
み
で
ど
ろ
ど
ろ
の

代
掻
き
を
「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。 

先
輩
た
ち
が
田
ん
ぼ
で
代
掻
き
を
す

る
様
子
を
一
年
生
が
見
学
に
来
た
時
に

は
、
す
で
に
代
掻
き
を
終
え
、
沢
あ
そ
び

に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
姿
を
う
ら

や
ま
し
気
に
見
る
一
年
生
は
と
て
も
幼

く
、
可
愛
か
っ
た
。 

 

代
掻
き
も
早
々
に
終
わ
り
、
千
枚
田
の

生
き
も
の
観
察
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
鳳
来
寺
小
学
校
は
茶
畑
も
あ
り
、

十
二
日
に
父
兄
共
々
お
茶
つ
み
を
行
い

鳳
来
北
部
茶
業
組
合
で
製
茶
加
工
す
る
。 

 

せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
り
、
校
区
内
に

あ
る
各
種
工
場
や
施
設
の
社
会
学
習
の

一
環
と
し
て
茶
工
場
を
案
内
し
た
。
子
ど

も
達
は
生
葉
か
ら
製
茶
ま
で
の
一
貫
の

工
程
に
茶
葉
の
匂
い
を
嗅
い
だ
り
、
手
に

取
っ
た
り
、
熱
心
に
見
学
し
た
。 

 

五
月
十
一
日
、
五
年
生
は
六
日
に
代
掻

き
を
終
え
た
学
習
田
に
令
和
二
年
度
米

の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
愛
知
県
で
は
初

め
て
の
「
特A

」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
ミ
ネ

ア
サ
ヒ
の
苗
を
植
え
た
。 

 

先
輩
た
ち
が
田
植
え
を
す
る
様
子
を

二
年
生
が
見
学
に
来
た
が
、
一
足
違
い
で

田
植
え
は
終
わ
っ
て
い
た
た
め
、
千
枚
田

の
自
然
を
楽
し
ん
た
。 

田 

植 

え 

〇 

五
月
七
日
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
が
主
催
す

る
「
こ
ど
も
農
学
校
」
は
米
の
あ
り
が
た

み
を
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
実
施
し
、
今
年
で
十
八
年
目
に
な

る
。 

 

参
加
し
た
七
十
八
人
は
千
枚
田
の
最

上
部
に
位
置
す
る
段
々
田
ん
ぼ
で
農
協

の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
に
苗
の
植
え

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
泥
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
楽
し
く
田
植
え
を

行
っ
た
。 

〇
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
生
は
、
将
来

食
の
プ
ロ
を
目
指
す
そ
の
原
点
に
な
る

お
米
の
大
事
さ
、
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て

感
じ
る
た
め
、
田
植
え
か
ら
脱
穀
ま
で
の

育
農
実
習
を
平
成
十
八
年
か
ら
毎
年
行

っ
て
い
る
。 

五
月
十
二
日
、
小
雨
降
る
中
、
十
六
名

の
学
生
た
ち
は
千
枚
田
の
景
観
に
圧
倒
。

こ
の
一
連
の
実
習
の
一
つ
、
田
植
え
を
行

っ
た
。 

                

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り 

 

毎
年
五
月
五
日
に
開
催
。
長
篠
の
戦
い

で
倒
れ
た
両
軍
将
士
の
霊
を
慰
め
る
た

め
に
関
係
将
士
の
紋
入
り
の
ぼ
り
を
献

植
し
て
祭
り
を
行
う
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
さ
れ
た
が
、
慰

霊
祭
の
み
執
り
行
う
こ
と
で
千
枚
田
の

タ
ニ
シ
を
奉
納
し
た
。(

奥
平
忠
正
は
長

篠
城
で
タ
ニ
シ
と
セ
リ
で
飢
え
を
凌
ぎ

籠
城
。
そ
の
武
勲
で
大
分
城
主
と
な
っ

た) 行 
 

令
和
四
年
五
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

千
枚
田
環
境
整
備
活
動
の
実
施 

日
時 

令
和
四
年
五
月
二
十
八
日(

土) 

 
 
 

雨
天
の
場
合
は
、
翌
二
十
九
日 

集
合
場
所 
千
枚
田
入
口
の
看
板
付
近 

作
業
内
容 
千
枚
田
入
口
・
ふ
れ
あ
い
広

場
周
辺
の
草
刈
り 


